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【【
テテ
ーー
ママ
をを
据据
ええ
たた
参参
加加
体体
験験
型型
学学
習習
】】  

①
被
差
別
、
加
差
別
の
立
場
に
な
っ
て
み
よ 

う
。
ど
ん
な
気
づ
き
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。 

②
現
在
の
人
権
の
問
題
を
考
え
て
み
よ
う
。
方 

向
性
は
出
る
だ
ろ
う
か
。 

今
回
は
、
こ
の
二
つ
を
テ
ー
マ
に
据
え
て
、
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

全
員
の
宝
物
に
な
っ
た
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。 

「
重
い
障
害
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
孫
が

６
歳
で
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
子
の

お
か
げ
で
家
族
み
ん
な
が
う
ん
と
優
し
く
な

れ
た
。
そ
の
子
は
宝
物
で
す
。」 

 

                          

【【
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
力力
をを
活活
かか
しし
てて  

いい
くく
たた
めめ
にに
】】  

「
参
加
体
験
型
学
習
」
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
多
種

多
様
で
す
が
、
今
回
は
、
対
人
関
係
を
支
え
る

基
礎
と
な
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
目

を
向
け
た
演
習
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
た
。 

一
人
一
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が

活
か
さ
れ
、
主
体
的
か
つ
共
感
的
な
語
り
合
い

が
生
ま
れ
や
す
い
「
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
」

を
取
り
入
れ
て
、
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
考
え
合
っ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
互
い
の

意
見
を
尊
重
し
合
い
、
す
り
合
わ
せ
な
が
ら
、

よ
り
深
く
議
論
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

                          

【【
心心
がが
開開
放放
ささ
れれ
るる
っっ
てて
素素
晴晴
らら
しし
いい
】】  

「
リ
ト
ミ
ッ
ク
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
」
と
題

し
て
、
講
演
を
お
聞
き
す
る
と
と
も
に
、
実
際

に
リ
ト
ミ
ッ
ク
を
体
験
し
ま
し
た
。
参
加
者
の

多
く
は
、
自
分
の
殻
を
打
ち
破
っ
て
、
楽
し
み

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

―
参
加
者
の
声
よ
り
― 

「
リ
ト
ミ
ッ
ク
を
通
し
て
心
が
開
放
さ
れ
る
意

味
や
価
値
」、「
他
者
へ
の
思
い
や
り
に
よ
り
お
互

い
の
よ
さ
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
」
な

ど
を
実
感
と
し
て
学
ぶ
こ
と
で
き
ま
し
た
。
五
感

を
使
っ
て
自
己
を
表
現
で
き
る
喜
び
（
リ
ト
ミ
ッ

ク
の
よ
さ
）
を
も
っ
と
広
め
て
い
き
た
い
で
す
。 

                          

【【
障障
害害
がが
ああ
るる
かか
らら
とと
いい
っっ
たた
理理
由由
でで
、、

人人
間間
のの
尊尊
厳厳
をを
失失
っっ
てて
はは
いい
けけ
まま
せせ
んん
】】  

「
27
歳
の
時
に
視
力
を
失
っ
た
の
で
、こ
れ
ま

で
視
力
が
あ
っ
た
生
活
と
視
力
を
失
っ
た
生

活
と
で
ほ
ぼ
半
々
に
な
り
ま
す
が
、
今
、
心
が

通
い
合
う
仲
間
と
と
も
に
、
人
生
を
豊
か
に
楽

し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。」
と
語
っ
た
中
田
さ

ん
は
、
ご
自
身
で
作
っ
た
曲
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
を

演
奏
さ
れ
ま
し
た
。 

♪
自
分
の
個
性
を  

そ
の
生
き
方
を 

素
直
に
表
現
し
て
生
き
て
い
る
よ
…  

  

大池 昌弘さん 
（中信教育事務所 
生涯学習課 指導主事） 

中田 芳典さん 
（視覚障害者） 

 

北島 由美さん 
（リトミック 
研究センター） 

 

白鳥 貴文さん 
（東信教育事務所 
生涯学習課 指導主事） 
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人権教育のより一層の充実を図るために， 

本県では，「人権教育振興事業」として，６つ 

の推進事業を設け,「地域リーダーを育てる重 

層的な支援と地域住民の人権意識の高揚」に 

力を注いでいます。 

+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

「地域リーダー」とは，地域やコミュニティー 

における人権教育や人権啓発をコーディネート 

していく推進役のことです。 

+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

具体的には，まず「社会人権教育市町村担当 

者会」があります。地域リーダーとなる市町村 

の人権教育担当者が，各地区の人権教育の現状 

と課題について情報交換し，共通理解を図るとともに，年間計画や研修会の開催方法を協議するなどしています。 

２つ目は，「社会人権教育研究協議会（研修会）」です。地域リーダーが，講師から人権教育の現状と課題あるいは推進

のあり方について学ぶとともに，各地区の実践の交流を通じて相互に学び合う研修会です。 

３つ目は，「社会人権教育リーダー養成講座」です。各市町村 

から推薦された地域リーダーが，地域の実情に応じ，特にマイノ 

リティーの立場にある住民のニーズに合った人権教育講座を開設 

できるように，参加体験型の学習方法を中心に研修を積み重ね， 

資質を向上することをめざしています。 

４つ目は，「社会人権教育リーダー研修会」です。全県から集 

まった地域リーダーが，全国で活躍している専門講師から最新の 

情報や最先端の指導方法等を学ぶとともに，分科会にて個別の人権課題について研修し，全県を通じての人権教育の現状

と課題を共有し合うことを目的にしています。 

５つ目は，「人権教育指導方法等研究会」です。地域リーダーに対して指導・助言する立場にある指導主事や人権教育担

当教員が，人権教育の指導内容や参加体験型の学習システムを取り入れた指導方法等を明らかにし，人権教育の推進に寄

与していくことを目的として取り組んでいます。 

これらの５つの推進事業を重層的に設定し，また継続的に取り組んでいくことを通して，地域リーダーの 

資質やコーディネート力が向上し，それによって地域住民の人権意識の高揚が図られることを願っています。 

最後に，６つ目として，「人権教育促進事業補助金の交付」を実施しています。各市町村の要請に応じて，県が補助金を

支援することにより，人権教育の推進を図ろうとするものです。 

このような「地域リーダーを育てる重層的な支援と地域に根ざした人権教育講座の 

開設に寄せる支援」を草の根活動的にくり返し，積み重ねていくことが大切であると 

と考えています。 

 

-教育事務所より修了証書の授与（リーダー養成講座にて）- 

人権教育振興事業人権教育振興事業
県の取組は県の取組は……

指
導
方
法
等
の
助
言

地域リーダー

地域住民の
人権意識
の高揚

地
域
リ
ー
ダ
ー
の

資
質
向
上

地
域
で
の
学
習
講
座

の
開
設

補助金
による支援

社会人権教育
市町村
担当者会議

社会人権教育
研究協議会

社会人権教育
リーダー
養成講座

社会人権教育
リーダー研修会

地域リーダーを育てる重層的な支援と地域リーダーを育てる重層的な支援と
地域住民の人権意識の高揚地域住民の人権意識の高揚


